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キ
ー
ワ
ー
ド
：
述
体
　
喚
体
　
述
格
　
呼
格
　
主
語
　
述
語

一
　
は
じ
め
に

二
　
課
題
の
背
景

三
　
述
体
構
文
の
論
理

四
　
喚
体
構
文
の
論
理

五
　
お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
言
語
と
は
何
か
。
こ
の
問
い
を
抱
く
と
き
、
そ
こ
に
は
同
時
に
意
味
と
い
う

こ
と
が
意
識
さ
れ
る
。
意
味
は
、
言
語
の
単
位
を
以
て
、
語
の
意
味
、
文
の
意

味
、
文
章
談
話
の
意
味
、
と
し
て
あ
る
。
各
単
位
は
言
語
の
形
式
を
指
す
も
の

で
あ
り
、
意
味
は
言
語
が
表
現
と
し
て
担
う
内
容
を
指
す
。

　
文
法
論
は
、
広
義
に
は
各
単
位
が
担
う
意
味
の
在
り
方
と
、
単
位
が
其
れ
と

し
て
有
る
こ
と
、
両
者
の
関
係
に
対
す
る
問
い
掛
け
で
あ
る
。
各
単
位
が
有
る

こ
と
の
根
拠
は
何
か
。
各
単
位
が
有
る
こ
と
に
於
い
て
担
う
性
質
は
如
何
。
各

単
位
の
種
類
は
如
何
。
言
語
組
織
全
体
に
亘
る
各
単
位
の
連
関
的
構
造
の
追
究

が
文
法
論
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
語
と
は
何
か
、
文
と
は
何
か
、
文
章
談

話
と
は
何
か
、
で
あ
る
。

　
文
を
為
す
と
い
う
こ
と
に
於
い
て
、
語
が
文
の
部
分
と
し
て
組
織
的
に
如
何

に
有
る
か
。
こ
の
こ
と
を
問
う
構
文
論
は
文
研
究
の
中
核
に
据
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
文
と
は
思
想
の
表
現
で
あ
る
、
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
一
つ
の

思
想
に
は
統
一
の
為
の
判
断
が
あ
る
。
文
は
判
断
の
表
現
で
あ
る
。
文
の
根
拠

は
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
研
究
の
前
提
と
し
て
一
般
的
に
広
く
支
持
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
日
本
語
の
文
法
研
究
に
山
田
孝
雄
の
研
究
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
九
三
六
）

は
、
重
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
山
田
文
法
は
、
文
論
と
語
論
が
有
機
的
な
連

関
を
持
つ
も
の
と
し
て
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
石
神
二
〇
〇
二
）。
構
文

機
能
の
陳
述
が
、
語
類
の
用
言
と
相
関
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
で
、
日
本
語
の

文
の
代
表
的
な
姿
で
あ
る
所
謂
述
語
を
持
つ
文
（
山
田
の
言
う
述
体
）
が
構
造

的
に
追
究
さ
れ
た
。

　
陳
述
は
、
山
田
以
降
、
概
念
規
定
を
巡
り
、
時
枝
誠
記
（
時
枝
一
九
四
一
）、

渡
辺
実
（
渡
辺
一
九
七
一
）
へ
と
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
が
文
研
究
の
術
語
と
し

て
の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
名
称
で
の
今
日
の
構
文
研
究

と
連
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
田
文
法
に
於
い
て
、
述
体
の
文
と
共
に
、
述

語
を
持
た
な
い
文
（
山
田
の
言
う
喚
体
）
と
し
て
同
時
に
提
示
さ
れ
た
も
の
に

関
し
て
は
、
文
と
す
る
根
拠
、
即
ち
判
断
に
関
し
て
充
分
な
議
論
が
展
開
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
（
石
神
二
〇
一
〇
）。

　
文
は
思
想
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
山
田
文
法
も
表
明
し
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
思
想
を
為
す
人
間
精
神
の
中
核
は
判
断
で
あ
る
。
如
何
な
る
文
に
於

い
て
も
、
文
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
は
判
断
で
あ
る
。
こ
の
把
握
が
喚
体
に
於
い

日
本
語
構
文
の
論
理

石

神

照

雄
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て
は
充
分
に
追
究
さ
れ
な
か
っ
た
。
日
本
語
構
文
と
し
て
有
る
べ
き
論
理
が
、

述
体
、
喚
体
が
文
の
種
類
と
し
て
同
等
同
列
に
存
在
す
る
基
盤
と
し
て
、
貫
徹

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
論
は
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
議
論
を
踏
ま
え
、
日
本
語
の
文
の
統
一
的
原

理
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
課
題
の
背
景

　
山
田
孝
雄
は
、
語
論
と
文
論
の
有
機
的
な
連
関
を
追
及
す
る
所
謂
山
田
文
法

（
山
田
一
九
〇
八
、
山
田
一
九
三
六
）
を
掲
げ
、
日
本
語
に
は
日
本
語
と
し
て

完
備
し
た
根
本
的
な
文
形
式
が
あ
る
と
説
く
（
注
１
）。

述
体
　
理
性
の
発
表
形
式
：
命
題
の
形
を
取
る

　
　
　
二
元
性
：
主
語
（
主
格
）―
述
語
（
賓
格
述
格
）

　
　
　
意
識
の
統
一
点
は
述
格

喚
体
　
直
観
の
発
表
形
式
：
命
題
の
形
を
取
ら
な
い

　
　
　
一
元
性
：
呼
格
の
体
言

　
　
　
意
識
の
統
一
点
は
呼
格

と
い
う
二
種
類
の
特
徴
は
、
文
が
有
る
こ
と
を
原
理
的
に
追
究
し
た
山
田
文
法

の
成
果
で
あ
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
第
二
部
　
句
論
　
第
一
章
　
句
論
の
概
説

　
四
　
句
と
は
何
か
　
五
　
句
の
種
類
。
山
田
一
九
三
六
、
第
四
十
三
章
　
句
、

第
四
十
四
章
　
句
の
類
別
）。
な
お
、
以
下
で
は
特
に
必
要
と
す
る
場
合
を
除

き
、
二
つ
の
著
書
か
ら
摘
録
的
に
記
す
。

　
こ
こ
に
、
文
形
式
の
二
種
類
が
然
々
に
有
る
と
い
う
こ
と
は
、
種
の
概
念
と

し
て
二
つ
が
導
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
必
然
的
に
、
類
の

概
念
と
し
て
の
文
な
る
も
の
が
有
る
こ
と
に
な
る
。
類
は
本
質
を
以
て
有
る
も

の
で
あ
る
。

　
右
の
特
徴
は
種
の
性
質
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
種
類
の
弁
別
的
特
徴
を
為

し
て
い
る
。
述
体
、
喚
体
は
、
文
と
い
う
上
位
の
類
か
ら
下
位
へ
と
振
り
分
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
類
と
種
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
振
り
分
け
を
為
す
特
徴

と
は
種
差
で
あ
る
。

　
山
田
文
法
は
、
文
が
表
す
一
つ
の
思
想
に
は
一
つ
の
統
合
作
用
即
ち
「
統
覚

作
用
」
が
有
る
と
す
る
。
文
と
は
、
言
語
に
表
さ
れ
た
思
想
の
発
表
形
式
で
あ

る
。
文
と
は
、

統
覚
作
用
に
よ
り
て
統
合
せ
ら
れ
た
る
思
想
が
、
言
語
と
い
う
形
式
に
よ

り
て
表
現
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
い
ふ
。（
山
田
一
九
三
六
、
九
〇
二
頁
）

と
説
く
。

　
右
は
、
山
田
文
法
に
於
け
る
文
で
あ
る
こ
と
の
本
質
規
定
で
あ
る
。
完
備
し

た
日
本
語
文
は
、

種
「
述
体
」
＝
種
差
「
Ｘ
」・
類
「
文
（
本
質
）」

種
「
喚
体
」
＝
種
差
「
Ｙ
」・
類
「
文
（
本
質
）」

と
い
う
よ
う
に
、
述
体
の
文
、
喚
体
の
文
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
山
田
が
掲
げ

る
文
形
式
の
特
徴
は
、
種
差
「
Ｘ
」、
種
差
「
Ｙ
」
と
し
て
内
実
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
示
し
た
、
文
の
規
定
と
、
完
備
し
た

文
形
式
の
特
徴
は
、
以
て
併
せ
て
、
日
本
語
文
法
論
に
於
け
る
文
研
究
に
対
す

る
山
田
文
法
の
回
答
で
あ
る
。
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こ
こ
に
至
り
、
構
文
論
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
課
題
を
抱
懐
す
る
。

　
即
ち
、
思
想
の
表
現
と
い
う
こ
と
を
以
て
文
の
本
質
と
為
す
な
ら
ば
、
種
と

し
て
あ
る
両
者
の
違
い
は
何
か
。
統
覚
作
用
に
よ
る
思
想
が
、
構
文
上
に
形
式

と
し
て
実
現
す
る
に
際
し
て
の
方
式
の
相
違
で
は
な
い
か
。
但
し
、
こ
れ
は
、

統
覚
作
用
を
一
体
的
同
質
的
な
も
の
と
為
し
て
あ
る
地
平
で
の
分
析
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
田
文
法
で
は
、
統
覚
作
用
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

吾
人
が
こ
ゝ
に
い
ふ
統
覚
作
用
と
は
、
意
識
の
統
合
作
用
を
汎
く
さ
せ
る

も
の
な
れ
ば
、
説
明
、
想
像
、
疑
問
、
命
令
、
禁
制
、
欲
求
、
感
動
等
一

切
の
思
想
を
網
羅
す
る
も
の
な
り
。
さ
る
意
の
活
動
の
一
回
行
わ
れ
た
る

も
の
が
、
言
語
に
よ
り
て
発
表
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
一
の
句
と
は
い
ふ
な

り
。（
山
田
一
九
三
六
、
九
一
七
―
八
頁
）

　
右
の
山
田
が
説
く
統
覚
作
用
は
、
人
間
精
神
の
根
源
的
な
も
の
を
其
れ
と
し

て
掲
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
根
源
を
為
す
判
断
の
核
的
な
も
の
、
そ
れ
と
関
連

す
る
も
の
と
し
て
広
義
に
判
断
と
呼
ぶ
も
の
、
其
れ
以
外
の
も
の
が
、
同
列
的

に
有
る
。
統
覚
作
用
の
内
実
を
為
す
も
の
は
多
様
で
あ
る
。
思
想
の
姿
の
多
様

性
を
意
味
と
し
て
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
説
明
は
判
断
を
核
と
し
て
含
む
も
の
で
あ
る
。
想
像
、
疑
問
は
判
断
の
核
を

展
開
し
た
二
次
的
変
容
的
な
も
の
。
ま
た
、
判
断
の
核
の
変
容
と
し
て
の
想
像

に
、
他
者
或
い
は
自
己
へ
の
意
思
を
組
込
だ
も
の
が
命
令
、
禁
制
、
欲
求
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
対
象
と
の
繋
が
り
を
、
然
り
と
断
言
す
る
根
源
的
な

判
断
を
元
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
展
開
変
容
と
い
う
こ
と
を
以
て
、
広
義
の
判

断
と
し
て
扱
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
感
動
等
と
し
て
、
山
田
が
掲
げ
る
も
の
は
、
我
々
が
対
象

的
な
も
の
を
捉
え
然
り
と
断
を
下
す
と
こ
ろ
に
随
伴
す
る
人
間
精
神
で
あ
る
。

感
動
、
感
情
と
い
う
人
間
精
神
の
発
揮
に
は
、
対
象
を
然
り
と
断
言
す
る
根
源

的
な
判
断
が
前
提
的
に
存
在
す
る
。
判
断
と
感
動
と
は
人
間
精
神
の
次
元
を
異

に
す
る
。

　
文
の
内
容
で
あ
る
一
つ
の
思
想
を
統
べ
る
も
の
と
し
て
、
我
々
が
統
覚
作
用

に
託
す
の
は
、
一
体
的
同
質
的
な
も
の
が
基
底
と
し
て
有
る
こ
と
に
拠
る
の
で

あ
る
。
述
体
、
喚
体
、
と
い
う
山
田
文
法
の
規
定
が
「
文
と
は
何
か
」
へ
の
回

答
と
し
て
合
理
で
あ
る
為
に
は
、
文
の
本
質
規
定
は
一
元
的
で
有
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
説
明
に
よ
る
思
想
、
感
動
に
よ
る
思
想
、
と
し
て
あ
る
こ
と
の
表
現
が
、

文
の
本
質
で
あ
る
と
為
す
の
で
あ
れ
ば
、
山
田
文
法
の
文
形
式
の
追
究
は
不
要

で
あ
る
。
思
想
の
在
り
方
、
即
ち
意
味
に
応
じ
て
、
文
の
姿
の
異
な
り
を
論
え

ば
良
い
の
で
あ
る
（
注
２
）。

　
完
備
し
た
日
本
語
文
を
定
義
す
る
為
に
要
請
さ
れ
る
文
の
本
質
規
定
は
、
統

覚
作
用
の
多
様
性
を
超
え
て
、
根
拠
を
判
断
に
置
く
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
文
の
本
質
規
定
を
為
す
判
断
と
は
、
対
象
に
対
峙
す
る
際
の
根
源
的
な
判

断
で
あ
る
。
根
源
的
な
判
断
と
は
、
対
象
的
な
も
の
を
然
り
と
捉
え
、
其
れ
が

有
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
判
断
と
称
す
る
も
の
に
は
、
総
て
こ
の

こ
と
が
含
意
さ
れ
て
有
る
。

　
有
り
と
有
ら
ゆ
る
文
は
、
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
於
い
て
、
根
源
的
な
判

断
を
根
拠
と
す
る
。
文
を
議
論
す
る
に
際
し
て
こ
の
定
立
は
重
い
。
文
は
根
源

的
判
断
を
根
拠
と
す
る
、
と
説
く
こ
と
は
文
本
質
論
の
仮
説
的
定
立
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
分
析
を
説
得
的
に
為
す
こ
と
が
文
法
論
の
課
題
で
あ
る
。

　
右
は
、
文
法
論
上
の
文
を
論
ず
る
に
於
い
て
容
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　
文
の
本
質
は
、
発
言
者
が
対
象
に
対
峙
す
る
際
の
根
源
的
な
判
断
の
表
現
、

と
い
う
所
に
あ
る
。
而
し
て
、
判
断
を
構
文
上
に
形
式
と
し
て
実
現
す
る
在
り

方
の
相
違
を
弁
別
特
徴
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
述
体
、
喚
体
、
と
い
う
二
種
類
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が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
説
明
と
い
う
統
覚
作
用
に
よ
る
思
想
の
表
現
が
述
体

と
し
て
あ
る
。
感
情
、
欲
求
と
い
う
統
覚
作
用
に
よ
る
思
想
の
表
現
が
喚
体
と

し
て
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
構
文
形
式
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
類
と
し
て
の
文
の
本
質

を
規
定
す
る
の
は
、
統
覚
作
用
の
多
様
性
で
は
な
い
。
多
様
な
現
れ
の
根
底
に

あ
っ
て
統
覚
作
用
の
核
を
為
す
根
源
的
な
判
断
で
あ
る
。
統
覚
作
用
の
多
様
性

は
、
種
差
の
地
位
に
あ
っ
て
、
述
体
、
喚
体
と
い
う
二
種
類
の
種
と
し
て
の
特

徴
を
導
く
も
の
で
あ
る
。

　
述
体
の
文
を
為
す
根
拠
は
根
源
的
な
判
断
に
重
な
る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
首

肯
さ
れ
る
。
命
題
は
判
断
の
形
式
で
あ
る
。
述
体
の
文
は
、
説
明
と
い
う
統
覚

作
用
が
発
揮
さ
れ
た
思
想
を
表
す
。
山
田
の
述
体
の
規
定
は
、
命
題
の
判
断
を

以
て
、
二
元
的
な
構
文
形
式
（
主
語
―
述
語
）
の
根
拠
と
な
る
位
格
（
主
格
、

賓
格
、
述
格
）
を
抽
出
す
る
。
語
類
が
位
格
を
体
現
し
て
語
序
を
為
す
こ
と
は
、

判
断
を
構
文
上
に
形
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
問
題
は
喚
体
で
あ
る
。

　
喚
体
は
、
命
題
の
形
式
を
取
ら
な
い
。
構
文
上
の
位
格
は
呼
格
の
み
で
あ
る
。

体
言
を
呼
格
と
す
る
一
元
的
な
も
の
で
あ
る
。
遭
遇
対
象
「
犬
」「
火
事
」、
或

い
は
欠
乏
の
事
物
「
水
」「
菓
子
」
を
、
呼
格
体
言
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
喚
体
の
構
文
形
式
で
下
位
に
位
置
す
る
、
感
動
喚
体
、
希
望

喚
体
の
原
型
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
山
田
は
、
感
情
と
欲
求
を
以
て
、
喚
体

を
為
す
統
覚
作
用
と
し
て
掲
げ
る
。

　
体
言
の
一
語
、
こ
れ
を
以
て
、
思
想
の
発
表
に
相
当
し
伝
達
の
用
を
為
す
。

そ
の
と
き
、
喚
体
の
文
が
担
う
思
想
の
内
部
に
は
複
雑
な
る
活
動
が
存
在
す
る
、

と
山
田
は
説
く
。

而
し
て
感
情
欲
求
の
こ
の
発
表
は
如
何
な
る
形
式
を
と
れ
る
か
と
い
ふ
に
、

こ
れ
は
た
ゞ
の
一
語
の
み
な
れ
ば
主
格
述
格
の
区
分
を
求
む
べ
き
よ
す
が

も
な
き
な
り
。
然
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
文
に
あ
ら
ざ
る
か
と
い
ふ
に
、
あ
る

思
想
を
発
表
せ
る
こ
と
明
ら
か
な
れ
ば
、
文
と
い
ふ
に
差
支
な
き
な
り
。

即
ち
こ
の
場
合
の
「
犬
」「
火
事
」「
水
」「
菓
子
」
は
語
と
し
て
見
れ
ば

一
語
な
る
が
、
文
と
し
て
見
れ
ば
一
の
文
な
る
な
り
。
そ
の
こ
れ
を
一
の

文
と
し
て
見
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
を
或
る
思
想
の
発
表
と
し
て
用
ゐ

た
る
が
為
に
し
て
、
そ
の
外
形
は
唯
一
の
語
に
止
ま
り
て
単
純
な
る
や
う

な
れ
ど
、
内
部
に
は
思
想
の
複
雑
な
る
活
動
の
存
す
る
あ
り
て
、
そ
の
発

表
が
、
こ
の
一
語
に
よ
り
て
な
さ
れ
た
り
と
い
ふ
に
止
ま
る
の
み
。（
山

田
一
九
三
六
、
九
一
三
頁
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
喚
体
に
於
い
て
呼
格
と
な
る
体
言
、
そ
れ
自
体
が
判
断
と

如
何
な
る
関
係
に
有
る
の
か
。
こ
れ
に
関
す
る
追
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
具

体
的
な
検
討
で
は
、
感
情
の
対
象
、
欲
求
の
対
象
、
と
い
う
対
象
の
提
示
と
、

感
情
、
欲
求
と
い
う
統
覚
作
用
の
把
握
に
留
ま
る
。
感
動
喚
体
の
吟
味
に
は
、

述
体
と
の
関
係
を
意
識
し
た
分
析
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
希
望

喚
体
に
は
そ
う
い
っ
た
も
の
は
な
い
（
注
３
）。

　
山
田
文
法
の
喚
体
論
は
、
呼
格
で
あ
る
こ
と
の
論
理
が
分
明
で
は
な
い
。
呼

格
体
言
の
理
論
的
追
究
が
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
象
的
に
は
、

体
言
が
認
識
の
断
片
的
な
も
の
と
し
て
有
る
こ
と
を
、
意
味
の
観
点
か
ら
の
み

規
定
し
た
こ
と
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
呼
格
と
い
う
位
格
を
体
現
す

る
語
類
、
即
ち
体
言
が
言
語
形
式
を
以
て
喚
体
と
い
う
文
を
為
す
、
と
い
う
所

以
に
関
し
て
、
文
法
論
と
し
て
充
分
に
追
究
し
た
も
の
と
は
言
い
難
い
。

　
喚
体
論
は
、
述
体
が
判
断
を
吟
味
す
る
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
同
様
に
、

判
断
を
直
接
に
吟
味
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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三
　
述
体
構
文
の
論
理

　
次
に
、
喚
体
と
判
断
の
関
係
を
一
旦
離
れ
て
、
述
体
に
於
け
る
文
と
判
断
の

関
係
を
検
討
す
る
。

　
述
体
は
、
対
象
で
あ
る
事
態
を
分
析
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
判
断
を
言
語
化

す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
遭
遇
し
た
事
態
、
花
の
咲
く
こ
と
、
を
捉
え
承

認
し
た
文
「
花
咲
く
。」
を
以
て
示
せ
ば
、
大
凡
次
の
よ
う
に
図
式
化
で
き
る
。

こ
れ
は
、
山
田
文
法
が
説
く
述
体
の
内
部
構
造
の
論
理
に
対
す
る
考
察
（
石
神

二
〇
一
〇
）
を
基
に
更
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

［
　
　対
象
　　
］　
―
　
作
用
　
　
判
断
の
次
元

［
実
体
―
属
性
］　
―
　
承
認
　
　
判
断
の
構
成

［
主
位
―
賓
位
］　
―
　
繋
辞
　
　
判
断
要
素
の
関
係

［
主
格
―
賓
格
］　
―
　
述
格
　
　
位
格
の
構
文
関
係

［
体
言
―
用
言
］　
―
　
用
言
　
　
位
格
を
担
う
語
類

［
　花
　―
咲
く
］　
―
　
咲
く
　
　
具
体
の
語

主
語
　
―
　
述
語
　
　
　
　
　
　
構
文
形
式

花
咲
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
文

　
事
態
が
此
々
然
々
に
有
る
と
承
認
す
る
に
際
し
て
、
発
言
主
体
は
思
考
の
方

便
か
ら
、
実
在
と
思
惟
す
る
も
の
即
ち
実
体
と
属
性
の
二
者
に
分
離
分
解
す
る

（
山
田
一
九
〇
八
、
一
六
〇
頁
。
山
田
一
九
三
六
、
九
一
頁
）。
判
断
は
そ
れ
を

統
一
し
承
認
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。
分
解
要
素
は
、
判
断
の
対
象
的
次
元

と
し
て
相
関
関
係
（
主
位
の
観
念
―
賓
位
の
観
念
）
を
為
す
。
こ
こ
に
判
断
の

作
用
的
次
元
が
関
与
す
る
。
こ
の
作
用
的
次
元
が
繋
辞
で
あ
る
。
対
象
的
次
元

は
、
構
文
上
の
主
格
―
賓
格
の
関
係
に
転
写
さ
れ
、
繋
辞
は
述
格
に
転
写
さ
れ

る
。
こ
の
と
き
実
質
用
言
は
、
属
性
の
賓
格
、
繋
辞
の
述
格
と
い
う
異
な
る
次

元
の
双
方
を
一
つ
で
担
い
、
主
語
（
主
格
）―
述
語
（
賓
格
述
格
）
の
構
文
形

式
の
述
体
文
を
為
す
。
述
格
は
、
述
体
文
に
於
け
る
意
識
の
統
一
点
で
あ
る
。

　
山
田
文
法
に
於
い
て
述
体
文
の
分
析
モ
デ
ル
は
、
主
格
：
体
言
、
賓
格
：
体

言
、
述
格
：
デ
ア
ル
、
を
以
て
す
る
「
Ａ
ハ
Ｂ
デ
ア
ル
。」
と
い
う
命
題
形
式

で
あ
る
。
デ
ア
ル
の
述
格
は
、
主
格
―
賓
格
関
係
が
有
る
こ
と
に
対
し
て
後
か

ら
関
与
す
る
。
デ
ア
ル
の
繋
辞
は
、
判
断
の
対
象
的
次
元
の
外
に
有
る
作
用
的

次
元
の
も
の
で
あ
る
。

　
山
田
文
法
が
、
述
体
文
の
思
想
に
あ
る
意
識
の
統
一
点
を
為
す
と
し
た
統
覚

作
用
は
、
分
析
と
統
一
の
主
体
的
な
作
用
で
あ
る
。
対
象
的
な
も
の
に
、
主
体

的
な
作
用
が
関
与
す
る
在
り
方
が
、
命
題
の
述
体
文
で
は
明
示
的
で
あ
る
。
こ

の
構
成
を
以
て
、
山
田
文
法
は
述
体
一
般
に
命
題
形
式
を
適
用
す
る
。
体
言
述

語
文
、
実
質
用
言
述
語
文
、
何
れ
に
も
構
文
上
に
デ
ア
ル
と
い
う
要
素
が
有
る
、

と
見
な
す
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
、
デ
ア
ル
、
と
表
示
し
た
も
の
は
、
繋
辞
、
述
格
を
内

実
と
す
る
構
文
関
係
上
の
象
徴
形
式
で
あ
る
。
形
式
と
は
構
造
に
於
け
る
関
係

的
な
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
田
文
法
を
始
め
と
し
て
、
一

般
に
、
デ
ア
ル
は
、
判
断
の
作
用
的
な
次
元
、
主
体
的
な
作
用
、
と
い
う
面
を

強
調
し
た
特
徴
付
け
が
為
さ
れ
る
。

　
デ
ア
ル
は
、
対
象
の
承
認
に
与
る
も
の
で
源
泉
は
主
体
の
作
用
で
あ
る
。
一

方
、
実
体
（
主
格
）
と
属
性
（
賓
格
）
は
、
承
認
の
為
の
対
象
と
し
て
事
態
と

い
う
客
観
的
な
世
界
を
源
泉
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
か
ら
、

デ
ア
ル
は
、
対
象
と
は
別
次
元
の
も
の
で
、
対
象
の
外
か
ら
関
与
す
る
主
体
的

な
作
用
、
と
い
う
扱
い
が
生
じ
た
。
山
田
文
法
で
は
「
陳
述
」
と
称
し
用
言
の

機
能
と
し
た
。
時
枝
文
法
で
は
機
能
を
担
う
実
在
を
求
め
辞
（
主
体
的
表
現
）
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と
し
た
（
注
４
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
構
文
分
析
に
於
け
る
象
徴
形
式
と

し
て
、
改
め
て
、
述
体
文
の
内
部
構
造
を
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

　
右
の
構
文
論
理
の
図
式
は
、
述
体
文
と
は
何
か
の
課
題
に
、
内
部
構
造
の
追

究
を
以
て
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
述
体
文
は
一
連
の
論
理
展
開
を
関
係
的
に
包

含
し
体
現
し
て
い
る
。
文
が
述
体
文
と
し
て
有
る
と
き
、
デ
ア
ル
は
象
徴
的
な

地
位
を
占
め
る
。

　
構
文
関
係
上
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
は
、
純
粋
に
作
用
的
な
次
元
、
純
粋
に
主

体
的
な
作
用
と
し
て
の
も
の
で
は
な
い
。
デ
ア
ル
が
構
文
上
に
存
立
す
る
に
は
、

此
々
（
実
体
：
主
格
）、
然
々
（
属
性
：
賓
格
）、
と
い
う
対
象
側
の
二
項
と
し

て
相
関
関
係
が
、
前
提
的
に
有
る
。
こ
の
相
関
関
係
は
、
主
体
に
よ
る
分
析
を

経
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
事
態
が
有
る
こ
と
自
体
が
客
観
で
あ
る
よ
う
に
客
観

で
あ
る
。
実
体
、
属
性
、
両
者
の
相
関
関
係
は
、
対
象
的
な
次
元
に
あ
る
こ
と

を
失
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
デ
ア
ル
の
本
質
は
、
対
象
の
全
体
（
事
態
）
が
有
る
こ
と
を
承
認
す
る
に
際

し
て
、
相
関
す
る
此
々
（
実
体
）
と
然
々
（
属
性
）
を
以
て
象
る
、
と
い
う
所

に
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
体
（
事
態
）
が
有
る
こ
と
を
、
部
分
（
実
体
、
属
性
）

が
相
関
関
係
を
為
す
こ
と
を
以
て
、
価
値
的
に
同
列
同
等
で
あ
る
と
す
る
の
で

あ
る
。
部
分
（
実
体
、
属
性
）
の
析
出
は
、
全
体
（
事
態
）
が
有
る
こ
と
が
根

拠
で
あ
る
。

　
全
体
が
有
る
と
承
認
す
る
こ
と
、
部
分
が
相
関
関
係
を
為
す
と
規
定
す
る
こ

と
、
こ
の
両
者
は
価
値
的
に
等
価
で
あ
る
。
全
体
の
存
在
承
認
は
、
部
分
の
相

関
関
係
の
規
定
で
あ
る
。
述
体
文
を
為
す
判
断
に
は
こ
の
よ
う
な
認
識
の
原
理

が
有
る
と
思
わ
れ
る
。

　
遭
遇
事
態
、
花
の
咲
く
こ
と
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
が
此
々
然
々
に
有
る
と

承
認
す
る
と
い
う
述
体
の
内
部
構
造
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

事
態
の
存
在
承
認
　　≒

　
実
体
と
属
性
の
関
係
規
定

［
　事
態
　］
ガ
ア
ル
　≒

　［
実
体
―
属
性
］
デ
ア
ル

［
花
咲
く
］
ガ
ア
ル
　≒

　［
　花
　―
咲
く
］
デ
ア
ル

　
実
体
と
属
性
が
相
関
関
係
を
為
す
、
即
ち
両
者
が
相
関
的
で
あ
り
、
両
者
間

に
関
係
が
有
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
体
と
し
て
統
べ
ら
れ
る
事
態
に
実
体
と
属

性
が
有
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
考
の
方
便
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
実
体
と

属
性
は
、
全
体
の
総
て
を
為
す
部
分
で
あ
る
。

　
全
体
が
有
る
こ
と
が
、
部
分
が
有
る
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
。
部
分
が
全
体
に

根
拠
を
持
っ
て
有
る
こ
と
を
、
象
徴
的
に
、
部
分
ガ
ア
ル
、
と
記
す
。
述
体
の

判
断
で
、
主
位
観
念
を
為
す
も
の
と
は
実
体
ガ
ア
ル
、
賓
位
観
念
を
為
す
も
の

と
は
属
性
ガ
ア
ル
、
で
あ
る
。
各
々
は
全
体
（
対
象
事
態
）
に
根
拠
を
有
す
る

部
分
で
あ
る
。

　
述
体
文
の
構
文
形
式
を
為
す
語
類
、
体
言
、
用
言
は
、
全
体
の
事
態
が
、
既

に
存
在
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
部
分
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
認
識
の
表
現
で
あ
る
。

構
文
上
に
、
ガ
ア
ル
を
己
の
本
質
と
し
て
持
つ
実
体
の
表
現
が
体
言
、
ガ
ア
ル

を
己
の
本
質
と
し
て
持
つ
属
性
の
表
現
が
用
言
、
と
い
う
よ
う
に
実
現
す
る
。

　
述
体
文
の
論
理
は
、
実
体
ガ
ア
ル
の
体
言
、
属
性
ガ
ア
ル
の
用
言
、
両
者
が

相
関
す
る
関
係
を
、
象
徴
形
式
デ
ア
ル
を
以
て
有
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
、
事
態
存
在
の
承
認
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

　
述
体
文
を
為
す
判
断
を
、
構
文
上
の
象
徴
形
式
を
以
て
説
く
な
ら
ば
、
デ
ア

ル
の
根
拠
は
ガ
ア
ル
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
述
体
文
と
い
う
も
の
は
、
総
て
、
デ
ア
ル
を
象
徴
形
式
と
し
て

含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
述
体
文
と
し
て
は
、
ガ
ア
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ル
が
卓
越
し
た
種
類
の
述
体
文
、
も
う
一
つ
そ
う
で
は
な
い
種
類
の
文
と
い
う

も
の
が
あ
る
（
石
神
二
〇
一
五
）。
前
者
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１
猫
が
騒
ぐ
。

２
発
言
の
現
在
デ
（
＝
今
、
此
処
、
ニ
於
イ
テ
）、
コ
ノ
―
猫
が
、
コ
ノ

様
ニ
―
騒
ぐ
―
φ
。

３
或
ル
場
デ
（
＝
或
ル
時
、
或
ル
所
、
ニ
於
イ
テ
）、
或
ル
―
猫
が
、
或

ル
様
ニ
―
騒
ぐ
―
φ
。

　
１
は
、
こ
の
儘
で
は
事
態
が
実
現
す
る
「
場
」
の
関
係
規
定
が
「
不
定
」
で

あ
る
。
発
言
の
現
在
を
以
て
、
こ
れ
に
関
係
規
定
を
「
確
定
」
と
読
み
込
む
と

き
は
２
、
そ
の
儘
と
す
る
と
き
は
３
、
と
い
う
文
意
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
種
類
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
前
者
の
助
詞
ガ
の
文
と
対
照
的
に
助
詞
ハ
の
文
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。

４
猫
は
騒
ぐ
。

５
常
ノ
場
デ
（
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）、
猫
ナ
ル
モ

ノ
は
、
騒
ぐ
─
（
モ
ノ
デ
ア
ル
）。

６
猫
は
騒
ぎ
屋
で
あ
る
。

７
［
猫
ナ
ル
モ
ノ
］
は
、［
騒
ぐ
シ
ザ
マ
ガ
ア
ル
モ
ノ
］
デ
ア
ル
。

　
前
者
の
文
１
（
現
象
文
、
物
語
り
文
）
で
は
、
述
体
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
は
、

正
に
象
徴
と
し
て
文
の
前
面
に
登
場
す
る
こ
と
な
く
、
謂
わ
ば
事
態
ガ
ア
ル
と

い
う
部
分
の
積
算
に
よ
る
分
析
を
、
そ
の
ま
ま
承
認
す
る
こ
と
で
述
体
の
文
を

為
す
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
文
４
６
（
判
断
文
、
品
定
め
文
）
で
は
、
任
意
に

も
た
ら
さ
れ
た
観
念
的
な
実
体
と
、
同
じ
く
属
性
或
い
は
属
性
の
実
質
化
と
し

て
の
実
体
、
こ
れ
ら
二
項
の
間
を
文
字
通
り
繋
ぐ
も
の
と
し
て
、
象
徴
形
式
デ

ア
ル
は
あ
る
。
そ
の
と
き
、
主
格
は
種
、
賓
格
は
種
差
、
と
い
う
実
体
と
そ
の

特
徴
が
規
定
さ
れ
る
文
４
か
、
或
い
は
主
格
は
種
、
賓
格
は
類
、
と
い
う
包
摂

関
係
が
規
定
さ
れ
る
文
６
を
為
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
の
文
（
判
断
文
、
品
定
め
文
）
に
於
い
て
も
、
任
意

に
所
謂
述
語
付
け
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
後
者
で
は
、
対
象
は
観
念
的
概

念
的
な
も
の
で
あ
り
、
謂
わ
ば
観
念
的
な
対
象
ガ
ア
ル
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

対
象
が
個
別
具
体
の
場
に
あ
る
事
態
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
常
の
場
、
普
遍

の
場
と
い
う
次
元
で
の
事
物
の
法
則
を
対
象
と
し
て
分
析
を
為
す
も
の
で
あ
る
。

　
述
体
文
を
議
論
す
る
と
き
、
例
え
ば
嘘
や
誤
謬
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
問
題

と
せ
ず
排
除
す
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
所
で
は
、
デ
ア
ル
の
根
拠
と
な
る
も
の

は
、
客
観
的
な
世
界
で
あ
る
。
作
用
的
な
次
元
、
主
体
的
な
作
用
で
は
な
い
。

述
体
文
の
象
徴
形
式
の
デ
ア
ル
は
、
対
象
ガ
ア
ル
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

根
源
的
な
判
断
は
、
対
象
ガ
ア
ル
、
で
あ
る
。

　
山
田
文
法
は
、
デ
ア
ル
を
「
陳
述
」
と
称
し
用
言
の
機
能
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
デ
ア
ル
の
実
質
は
、
述
体
文
が
構
文
形
式
主
語
―
述
語
を
為
す
と
い
う
こ

と
に
於
い
て
、
主
語
と
述
語
が
分
有
す
る
。
そ
れ
は
、
主
語
と
述
語
を
為
す
語

類
が
、
対
象
事
態
ガ
ア
ル
を
本
質
と
す
る
所
か
ら
出
現
し
展
開
す
る
こ
と
に
由

来
す
る
。

　
認
識
の
対
象
が
、
思
考
の
方
便
で
、
Ａ
ガ
ア
ル
、
Ｂ
ガ
ア
ル
と
二
項
に
分
析

さ
れ
る
と
き
、
対
象
ガ
ア
ル
と
い
う
存
在
の
判
断
は
、
二
項
を
統
一
す
る
関
係

規
定
（
象
徴
形
式
デ
ア
ル
）
の
根
拠
で
あ
る
。
ガ
ア
ル
が
デ
ア
ル
に
先
行
し
て

有
る
。
ガ
ア
ル
が
実
現
し
て
有
る
こ
と
が
デ
ア
ル
が
成
立
す
る
前
提
で
あ
る
。

　
主
語
―
述
語
を
構
文
形
式
と
す
る
述
体
文
は
、
思
考
の
方
便
を
発
揮
す
る
こ
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と
で
成
立
す
る
。
述
体
文
の
直
接
の
根
拠
は
、
右
に
述
べ
て
き
た
意
味
に
於
け

る
、
対
象
を
分
析
す
る
分
析
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
、
予

め
そ
の
為
の
対
象
が
有
る
の
で
あ
り
、
対
象
が
有
る
と
い
う
存
在
判
断
が
有
る
。

　
分
析
判
断
は
存
在
判
断
を
前
提
と
す
る
。

　
述
体
文
を
追
究
す
る
こ
と
で
判
明
し
た
文
の
根
源
的
な
判
断
と
は
、
対
象
ガ

ア
ル
、
と
い
う
存
在
判
断
で
あ
る
。

四
　
喚
体
構
文
の
論
理

　
山
田
文
法
の
喚
体
は
、
感
動
喚
体
、
希
望
喚
体
、
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。

感
動
喚
体

・
あ
は
れ
、
麗
し
き
花
か
な
。

・
〈
麗
し
き
〉《
花
》
か
な
。

　
連
体
格
　
　
　
呼
格

希
望
喚
体

・
老
い
ず
死
な
ず
の
薬
も
が
。

・
《
薬
》
も
《
が
》。

　
呼
格
　
　
　
希
望
の
終
助
詞

　
山
田
は
、
喚
体
の
単
純
な
も
の
は
唯
一
個
の
呼
格
を
主
成
分
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
多
く
の
場
合
種
々
の
副
成
分
及
び
助
詞
を
伴
う
と
す
る
。
そ
の
中
で
、

二
つ
の
喚
体
は
構
成
上
必
要
と
す
る
条
件
を
異
に
す
る
と
説
く
。

　
感
動
喚
体
に
於
い
て
は
、
修
飾
格
の
感
動
詞
、
末
尾
の
終
助
詞
は
必
要
な
く
、

中
心
骨
子
の
呼
格
体
言
、
副
成
分
の
連
体
格
、
こ
の
二
つ
が
構
成
の
必
要
条
件

で
あ
る
。

　
希
望
喚
体
で
は
、
呼
格
の
体
言
、
末
尾
の
助
詞
は
希
望
の
終
助
詞
、
こ
の
二

つ
が
構
成
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

　
山
田
は
、
文
意
の
異
な
り
と
い
う
こ
と
で
、
叙
述
体
、
疑
問
体
、
命
令
体
、

感
動
体
と
い
う
諸
々
の
文
を
掲
げ
る
。

花
う
る
は
し
。　
　
　
　
　
　
　
（
叙
述
体
）

ま
こ
と
に
月
は
う
る
は
し
き
か
。（
疑
問
体
）

汝
は
行
け
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
命
令
体
）

あ
は
れ
月
は
う
る
は
し
き
か
な
。（
感
動
体
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
文
形
式
と
し
て
は
何
れ
も
述
体
で
あ
る
と
す
る
。

文
意
で
は
な
く
、
文
形
式
の
異
な
り
と
し
て
、
感
動
喚
体
、
希
望
喚
体
が
あ
る

こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。

　
感
動
喚
体
、
希
望
喚
体
、
両
者
は
謂
わ
ば
種
の
地
位
で
あ
り
、
類
と
し
て
の

喚
体
が
あ
る
。
だ
が
、
山
田
文
法
で
は
、
喚
体
そ
の
も
の
が
如
何
な
る
判
断
と

の
関
係
に
於
い
て
己
の
文
形
式
を
実
現
す
る
の
か
、
そ
の
点
へ
の
言
及
は
乏
し

い
。
当
の
情
意
（
感
動
、
希
望
）
を
為
す
主
体
が
、
対
象
を
呼
び
掛
け
指
示
す

る
。
思
想
の
中
核
の
観
念
を
、
構
文
形
式
上
に
他
の
語
と
関
係
な
し
に
提
示
す

る
。
そ
の
位
格
が
呼
格
、
そ
れ
を
担
う
語
類
が
体
言
、
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
先
の
述
体
の
内
部
構
造
の
論
理
に
準
え
て
、
呼
格
体
言
の
喚
体
を

設
定
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

［
　
対
　
象
　
］　
―
　
作
用
　
　
判
断
の
次
元

［
　
対
　
象
　
］　
―
　
指
示
　
　
判
断
の
構
成

［
　
対
　
象
　
］　
―
　
指
示
　
　
判
断
要
素
の
関
係
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［
　
呼
　
格
　
］　
―
　
φ
　
　
　
位
格
の
構
文
関
係

［
　
体
　
言
　
］　
―
　
φ
（
ヨ
）
位
格
を
担
う
語
類

［
　
　
花
　
　
］　
　
　
　
　
　
　
具
体
の
語

　
　独
立
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　構
文
形
式

　
　
花
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　例
文

　
喚
体
に
、
判
断
の
次
元
（
対
象
的
次
元
、
作
用
的
次
元
）
の
区
分
を
持
ち
込

も
う
と
し
て
も
、
喚
体
は
呼
格
体
言
の
一
元
的
表
現
で
あ
る
。
対
象
的
次
元
の

構
成
や
、
要
素
は
、
述
体
の
よ
う
に
明
示
的
で
は
な
い
。
位
格
に
つ
い
て
は
、

実
質
用
言
が
述
語
（
賓
格
、
述
格
）
を
為
す
と
き
、
二
つ
の
次
元
を
一
語
で

担
っ
た
よ
う
に
、
呼
格
体
言
も
次
元
と
し
て
は
二
つ
に
跨
が
る
。
だ
が
、
跨
が

る
こ
と
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
呼
格
体
言
で
は
、
呼
格
そ
れ
自
体
が
二
つ
の
次

元
を
内
容
と
す
る
位
格
で
あ
る
。
φ
は
空
で
あ
る
。
担
う
語
類
に
、
φ
（
ヨ
）

と
記
し
た
の
は
、
呼
格
自
身
が
持
つ
性
質
に
よ
れ
ば
、
指
示
の
作
用
を
担
う
間

投
助
詞
が
必
須
で
は
な
い
こ
と
に
拠
る
。

　
山
田
は
、
実
質
用
言
が
述
語
（
賓
格
述
格
）
で
あ
る
こ
と
に
、
陳
述
の
機
能

を
抽
出
し
た
。
そ
の
こ
と
に
準
じ
る
な
ら
ば
、
独
立
語
と
い
う
構
文
形
式
を
為

す
呼
格
に
「
指
示
」
と
い
う
機
能
を
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
陳
述
は
、
述
体
の
構
文
形
式
、
主
語
―
述
語
が
担
う
関
係
で
、
主
語
、

述
語
そ
れ
ぞ
れ
が
分
有
す
る
。
こ
れ
が
述
体
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
の
構
文
上
の

姿
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
指
示
は
、
機
能
と
し
て
で
は
な
く
、
喚

体
の
構
文
形
式
で
あ
る
独
立
語
自
身
が
自
ら
担
う
関
係
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
感
動
喚
体
で
は
、
右
の
陳
述
と
の
関
連
で
、
述
体
と
の
交
渉
に

よ
る
分
析
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

う
る
は
し
き
花
（
か
な
）。　
　連
体
格
―
呼
格

こ
の
花
は
う
る
は
し
。　
　
　
主
語
（
主
格
）―
述
語
（
賓
格
述
格
）

　
こ
れ
は
、
総
て
の
文
を
貫
く
論
理
を
、
述
語
を
担
う
用
言
で
、
一
元
的
に
捉

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
平
で
は
、
原
理
的
に
喚
体
相
当

の
述
体
が
持
つ
構
文
関
係
が
標
的
と
な
る
。
述
体
で
述
語
（
連
体
格
）
で
あ
る

も
の
が
、
述
体
の
主
語
（
呼
格
）
に
先
行
し
て
関
与
す
る
、
と
い
う
所
謂
逆
述

語
の
論
理
で
あ
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
二
〇
二
頁
。
山
田
一
九
三
六
、
九
五

一
頁
）。
逆
述
語
の
名
称
は
、
山
田
で
は
な
く
、
森
重
敏
に
よ
る
（
森
重
一
九

五
九
、
一
四
一
頁
そ
の
他
）。
し
か
し
、
趣
旨
は
山
田
の
論
理
的
展
開
と
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
述
体
文
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
を
以
て
、
喚
体
文
の
位
格
の
構
文
関

係
を
解
き
明
か
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
森
重
は
、
主
語
と
述
語
が
一
致
す

る
自
同
判
断
「
花
は
花
で
あ
る
。」
か
ら
文
の
論
理
を
説
き
起
こ
す
。
喚
体
文

は
自
同
判
断
を
体
現
し
た
も
の
と
す
る
（
注
５
）。

　
さ
て
、
こ
こ
で
、
喚
体
の
内
部
構
造
の
論
理
を
追
究
す
る
為
に
次
の
よ
う
に

設
定
す
る
。

　
指
示
を
、
喚
体
の
判
断
の
作
用
的
次
元
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
指
示
は
、

述
体
の
構
文
関
係
上
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、

指
示
を
喚
体
の
デ
ア
ル
と
見
な
し
て
喚
体
の
論
理
を
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

な
お
、
指
示
そ
の
も
の
の
意
義
を
担
う
典
型
の
語
は
間
投
助
詞
ヨ
で
あ
る
。
山

田
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
よ
」
は
こ
は
確
然
と
指
定
す
る
意
の
助
詞
な
り
。
体
言
に
接
し
て
終
止

す
る
こ
と
あ
り
。（
山
田
一
九
〇
八
、
六
八
四
頁
）
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「
よ
」
は
確
か
に
指
示
す
る
意
あ
り
て
用
言
の
命
令
形
禁
制
の
語
の
下
に

附
属
し
て
命
令
禁
制
の
意
を
確
か
に
し
、
又
呼
掛
の
意
を
あ
ら
は
し
て
用

言
の
連
体
形
を
受
け
て
終
止
し
、
又
体
言
を
受
け
て
述
格
に
立
た
し
め
て

終
止
し
、
又
省
略
の
叙
述
を
な
せ
る
も
の
に
つ
き
、
或
は
呼
格
主
格
の
下
、

格
助
詞
「
と
」
接
続
助
詞
「
ば
」
の
下
に
用
ゐ
ら
る
。（
山
田
一
九
六
三
、

五
一
八
頁
）

　
文
の
対
象
は
一
つ
で
あ
る
。
述
体
の
対
象
的
次
元
は
事
態
と
し
て
有
る
。
こ

れ
は
実
体
と
属
性
に
分
離
分
解
さ
れ
る
。
全
体
に
位
置
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と

を
根
拠
に
し
て
そ
れ
を
、
実
体
ガ
ア
ル
、
属
性
ガ
ア
ル
と
象
徴
的
に
記
し
た
。

述
体
で
、
構
文
形
式
の
主
語
―
述
語
を
為
す
体
言
、
用
言
は
ガ
ア
ル
の
性
質
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
体
言
、
用
言
は
事
態
と
い
う
全
体
に
統
べ
ら
れ

る
べ
き
部
分
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
喚
体
の
対
象
的
次
元
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
体
で
あ
る
こ
と
を
以
て
分
析
を
被
る
こ
と
の
な
い
実
体
。
或
い
は
、
事
態

の
中
核
の
観
念
と
し
て
全
体
の
代
表
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
実
体
。
こ
の
よ
う
な

も
の
が
一
つ
の
対
象
と
し
て
有
る
。

　
喚
体
の
場
合
、
右
の
感
動
喚
体
の
分
析
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
対
象
の
内
部

と
し
て
は
構
成
的
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
喚
体
の
対
象
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
一
体
的
で
あ
る
。
総
て
は
実
体
化
さ
れ
て
体
言
が
担
当
す
る
。
対

象
が
分
離
分
解
し
部
分
が
並
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
述
体
で
あ
る
。
山
田
に

は
、
述
体
が
喚
体
と
の
関
係
で
取
る
姿
を
「
擬
喚
述
法
」
と
し
て
論
ず
る
所
が

有
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
二
八
七
頁
以
下
）。
山
田
は
、
こ
れ
を
述
体
の
一

つ
の
姿
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
感
動
喚
体
の
一
種
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来

る
と
し
て
追
究
し
た
こ
と
が
あ
る
（
石
神
二
〇
〇
二
ａ
）。

　
全
体
に
位
置
す
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
象
徴
し
て
、
ガ
ア
ル
、
を
用

い
る
と
、
喚
体
の
対
象
は
、
対
象
ガ
ア
ル
、
と
表
記
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
当

の
も
の
は
全
体
に
位
置
す
る
部
分
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
が
全
体

で
あ
る
。
喚
体
の
対
象
は
唯
一
単
独
で
有
り
、
そ
の
際
関
連
す
る
他
は
な
い
。

対
象
は
、
絶
対
、
自
立
で
あ
る
。

　
喚
体
の
対
象
は
、
体
言
で
表
現
さ
れ
る
。
構
文
形
式
の
独
立
語
を
担
う
体
言

は
、
自
身
が
統
べ
り
統
べ
ら
れ
る
全
体
で
あ
る
。
喚
体
の
呼
格
体
言
は
、
構
文

形
式
で
他
の
も
の
と
関
係
を
結
ば
な
い
。
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
喚
体
の
作
用
的
次
元
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
述
体
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
に
仮
託
す
れ
ば
、
喚
体
の
デ
ア
ル
（
ヨ
）
即
ち
指

示
は
、
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
主
体
が
意
識
す
る
己
と
い
う
場
に
、
対
象
ガ
ア
ル
（
有
／
在
／
存
）
が
、

「
コ
」
と
い
う
関
係
性
で
、
実
現
し
て
あ
る
。
指
示
と
は
、
こ
の
よ
う
な
表
明

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
喚
体
で
指
示
、
喚
体
の
デ
ア
ル
（
ヨ
）、
と
称
す
る

も
の
は
、

コ
ノ
対
象
ハ
有
ル
。

と
い
う
、
述
体
文
の
構
文
形
式
に
認
め
ら
れ
る
象
徴
形
式
デ
ア
ル
に
相
当
す
る
。

　
述
体
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
は
、
存
在
判
断
（
対
象
ガ
ア
ル
）
を
根
拠
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
喚
体
の
デ
ア
ル
（
ヨ
）
に
対
し
て
も
同
様
の

こ
と
が
設
定
で
き
る
。

　
述
体
文
を
為
す
根
源
的
判
断
は
存
在
判
断
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
喚

体
の
根
源
的
な
判
断
も
、
対
象
ガ
ア
ル
の
存
在
判
断
で
あ
る
。

　
喚
体
は
直
感
的
の
発
表
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
殊
に
現
場
に
於
け
る
情
意

の
緊
迫
性
か
ら
「
コ
」
と
い
う
関
係
が
卓
越
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
喚
体
の
根

拠
の
存
在
判
断
は
、
述
体
の
象
徴
形
式
デ
ア
ル
に
託
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
で



247 日本語構文の論理

あ
る
。コ

の
場
（
即
今
、
当
処
、
自
我
）
ニ
、
コ
の
対
象
ガ
、
ア
ル
。

　
喚
体
は
、
存
在
判
断
の
述
体
形
式
「
何
々
が
有
る
。」
に
言
寄
せ
て
述
べ
る

な
ら
ば
、
二
項
的
な
展
開
で
は
な
く
、
主
語
（
存
在
対
象
、
何
々
）
と
述
語

（
存
在
規
定
、
有
る
）
が
未
分
解
の
一
体
と
し
た
在
り
方
を
取
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
は
喚
体
で
は
な
い
。
二
項
的
な
展
開
は
述
体
で
あ
る
。
喚
体
の
対

象
は
一
体
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

　
述
体
の
場
合
、
思
考
の
方
便
と
し
て
分
析
を
為
す
。
そ
こ
に
統
一
の
象
徴
形

式
デ
ア
ル
を
抽
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
喚
体
の
デ
ア
ル
（
ヨ
）
は
統
一

の
も
の
で
は
な
い
。
喚
体
に
二
項
は
な
い
。
構
文
上
に
有
る
も
の
は
呼
格
体
言

唯
一
項
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
呼
格
体
言
の
指
示
、
即
ち
喚
体
の
デ
ア

ル
（
ヨ
）
を
表
す
近
似
的
な
言
語
形
式
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

花
よ
。　
　≒

　
こ
の
花
。

対
象
ヨ
。　≒

　
コ
の
対
象
。

　
こ
こ
に
有
る
「
コ
」
は
、
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
と
対
象
と

の
関
係
を
概
念
化
し
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
６
）。

　
指
示
と
は
判
断
の
一
つ
で
あ
る
。
主
体
が
対
象
を
指
し
て
、
主
体
と
対
象
の

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
指
示
は
、
既
定
で
あ
る
対
象
と
に
よ
る
。
し
た
が
っ

て
、
指
示
判
断
は
、
対
象
が
既
定
で
あ
る
為
の
存
在
判
断
が
前
提
と
な
る
。

　
述
体
と
喚
体
は
、
と
も
に
、
対
象
ガ
ア
ル
を
内
容
と
し
て
持
つ
存
在
判
断
を

文
の
出
発
点
と
す
る
。
述
体
は
、
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
を
分
析
判
断
と
す
る
こ
と

へ
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
喚
体
は
、
情
意
の
緊
迫
性
の
故
を
以
て
、
述

体
形
式
の
存
在
判
断
と
し
て
で
は
な
く
、
異
な
る
展
開
を
し
た
。

　
喚
体
は
、
対
象
に
対
し
て
、
存
在
判
断
か
ら
指
示
判
断
へ
展
開
し
た
。
指
示

判
断
は
、
端
的
に
は
対
象
を
呼
ぶ
に
際
し
て
、
主
体
が
対
象
に
向
け
て
関
係
性

を
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
呼
格
体
言
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は
語
類
の

言
語
形
式
に
は
顕
現
し
な
い
。
構
文
上
は
独
立
語
と
い
う
単
な
る
体
言
の
姿
で

あ
る
。
指
示
判
断
を
示
唆
す
る
象
徴
形
式
デ
ア
ル
（
ヨ
）
を
担
う
指
標
と
し
て

は
、
間
投
助
詞
ヨ
、
指
示
の
連
体
語
コ
ノ
、
で
あ
る
。

　
感
動
喚
体
で
、
情
意
の
緊
迫
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
コ
」
と
い
う
指

示
詞
を
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
先
に
、
感
動
喚
体
が
述
体
と
の
交
渉
で
分

析
さ
れ
た
と
き
、
標
的
述
体
の
主
語
に
「
こ
の
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
指
示
の
関
係
性
の
距
離
感
、
次
元
的
な
隔
た
り
、
或
い
は
濃
淡
の
度
合
い
が
、

コ
、
ア
、
ソ
の
指
示
詞
に
反
映
す
る
も
の
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
コ
は
、
現
実

的
な
存
在
と
い
う
こ
と
で
、
情
意
の
緊
迫
に
適
う
。
感
動
喚
体
の
判
断
論
理
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。
対
象
は
遭
遇
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
実
在
で
あ
る
。

対
象
ガ
有
ル
。
　
　
　
　
　
　
　
存
在
判
断

コ
ノ
対
象
ハ
有
ル
。
　
　
　
　
　
指
示
判
断

（
ガ
ア
ル
）
対
象
。　
　
　
　
　
　
喚
体

　
こ
れ
に
対
し
て
、
希
望
喚
体
を
組
み
立
て
る
判
断
の
論
理
は
次
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。

対
象
ハ
有
ラ
ズ
。
　
　
　
　
　
　
存
在
判
断

対
象
ガ
ナ
イ
。
　
　
　
　
　
　
　
存
在
判
断

ソ
ノ
対
象
ハ
ナ
イ
。
　
　
　
　
　
指
示
判
断
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（
ガ
ナ
イ
）
対
象
。　
　
　
　
　
　
喚
体

　
希
望
喚
体
で
は
、
希
望
欲
求
は
対
象
が
発
言
の
場
に
実
在
す
る
も
の
で
は
な

い
。
存
在
判
断
は
、
感
動
喚
体
と
異
な
り
、
打
ち
消
し
と
、
そ
の
実
質
化
が
行

わ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
喚
体
で
は
、
存
在
判
断
で
対
象
が
既
定
の
も

の
と
な
り
、
指
示
判
断
で
主
体
と
の
関
係
性
が
組
み
込
ま
れ
る
。
喚
体
の
根
拠

を
為
す
判
断
は
存
在
判
断
で
あ
る
。

　
喚
体
の
呼
格
体
言
は
、
現
象
的
に
は
認
識
の
断
片
的
な
も
の
と
し
て
有
る
体

言
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
現
場
に
於
け
る
情
意
の
緊
迫
と
い
う
発
言
主

体
が
位
置
す
る
状
況
が
、
表
現
と
し
て
の
完
備
を
述
体
的
に
は
与
え
て
い
な
い
。

そ
れ
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
呼
格
と
い
う
特
異
な
構
文
関
係
が
体
言
に
付

与
さ
れ
た
。
呼
格
体
言
は
、
独
立
語
と
い
う
構
文
形
式
に
実
現
す
る
。

　
喚
体
は
一
連
の
論
理
的
展
開
を
関
係
的
に
包
含
し
て
文
と
し
て
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
文
を
為
す
人
間
精
神
の
中
核
は
判
断
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
、
日
本
語
の
構
文
と
し
て
有
る
べ
き
も
の
を
追
究
し
た
。
述
体
、
喚
体
を

同
等
同
列
に
文
で
あ
る
と
す
る
根
源
的
な
判
断
は
存
在
判
断
で
あ
る
。

　
述
体
が
理
性
的
な
命
題
の
形
式
、
喚
体
が
直
観
的
な
形
式
、
こ
の
よ
う
に
規

定
す
る
と
こ
ろ
に
留
ま
る
こ
と
で
は
、
両
者
を
共
に
文
で
あ
る
と
し
て
貫
く
論

理
は
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

　
述
体
、
喚
体
は
、
共
に
対
象
ガ
ア
ル
が
内
容
の
存
在
判
断
を
根
拠
と
す
る
。

述
体
は
分
析
判
断
へ
、
喚
体
は
指
示
判
断
へ
、
と
異
な
る
展
開
を
す
る
の
で
あ

る
。

〈
注
〉

注
１
　
山
田
文
法
で
は
、
単
位
と
な
る
文
を
「
句
」
と
称
す
る
。

こ
れ
は
「
句
」
が
運
用
さ
れ
て
一
体
を
為
す
も
の
を
「
文
」
と
説
く
こ
と
に
拠

る
。
複
文
の
構
成
に
於
い
て
は
、
文
的
実
現
を
果
た
し
た
も
の
が
、
謂
わ
ば
単

文
於
け
る
語
的
部
分
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
運
用
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
以

て
下
し
た
理
論
的
な
概
念
設
定
と
考
え
ら
れ
る
。（
山
田
一
九
〇
八
、
第
二
部
　

句
論
　
第
一
章
　
句
論
の
概
説
）

　
山
田
は
、
文
章
談
話
に
関
し
て
は
文
法
学
の
埒
外
と
す
る
。
複
文
の
研
究
を

以
て
文
法
学
の
極
限
と
す
る
。

句
論
の
極
限
と
す
る
所
は
こ
れ
ら
単
文
複
文
の
構
成
及
其
用
法
を
極
限
と

す
。
す
な
は
ち
、
そ
の
単
文
複
文
が
更
に
合
成
し
て
一
の
思
想
を
構
成
す

る
に
も
せ
よ
。
そ
が
言
語
上
相
互
に
独
立
せ
る
形
式
を
有
せ
る
も
の
な
ら

ば
、
そ
の
個
々
に
つ
き
て
は
説
を
な
す
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
全
体
を

統
一
し
て
の
研
究
は
既
に
文
法
学
の
関
係
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
山

田
一
九
〇
八
、
一
二
一
三
頁
）

　
ま
た
、
文
法
学
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
先
づ
語
と
い
ふ
も
の
を
研
究
の
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
の
性
質
と
運
用
と

を
研
究
し
て
以
て
思
想
発
表
の
材
料
と
し
て
の
研
究
を
遂
げ
、
次
い
で
、

そ
の
語
を
材
料
と
し
て
使
役
し
て
発
表
す
る
文
の
研
究
に
移
る
も
の
な
る

が
、
文
の
研
究
に
於
い
て
は
句
と
い
ふ
も
の
を
研
究
の
基
礎
と
し
て
、
そ

れ
の
性
質
と
運
用
と
を
研
究
し
て
、
言
語
上
の
制
約
あ
る
限
り
の
文
の
結

合
方
式
を
研
究
の
極
限
と
す
る
。（
山
田
一
九
三
六
、
一
一
一
二
頁
）

然
し
て
、「
即
ち
こ
の
極
限
を
超
え
て
文
法
学
は
存
在
せ
ぬ
も
の
な
り
と
す
。」

（
同
）
と
説
く
。

注
２
　
山
田
は
、
文
形
式
を
議
論
す
る
こ
と
の
意
義
を
、
単
に
文
の
意
味
の
問
題
で

は
な
い
と
す
る
。
述
体
の
了
解
作
用
に
基
づ
く
文
を
取
り
上
げ
、
そ
の
変
形
と
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し
て
、
感
情
を
発
表
す
る
文
、
欲
求
を
発
表
す
る
文
、
と
い
う
三
者
が
並
ぶ
こ

と
を
示
す
。（
山
田
一
九
六
三
、
九
一
一
頁
以
下
）

花
う
る
は
し
。

花
う
る
は
し
き
か
な
。

花
よ
、
う
る
は
し
か
れ
。

こ
れ
ら
の
文
は
、
文
が
担
う
意
味
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
文
形
式
と
し
て
は

同
一
の
も
の
で
あ
る
。

注
３
　
呼
格
体
言
自
体
へ
の
追
究
は
明
示
的
で
は
な
い
も
の
の
、
述
体
形
式
の
主
述

関
係
と
の
連
関
を
追
究
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
感
動
喚
体
に
は
副
成
分
の
連

体
格
を
組
み
込
む
と
い
う
分
析
が
為
さ
れ
て
い
る
（
山
田
一
九
〇
八
、
一
二
〇

〇
頁
。
山
田
一
九
三
六
、
九
三
七
頁
）。

注
４
　
陳
述
を
主
体
的
な
表
現
と
し
、
客
体
的
な
表
現
と
の
対
照
的
関
係
を
強
調
す

る
時
枝
文
法
の
語
論
と
文
論
は
、
こ
こ
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
時
枝
文
法
の

源
流
は
山
田
文
法
で
あ
る
（
石
神
一
九
九
七
）。

注
５
　
感
動
喚
体
の
、
副
成
分
連
体
格
に
着
目
し
、
述
体
と
の
関
係
で
構
文
関
係
を

追
究
も
の
と
し
て
は
、
他
に
川
端
善
明
（
一
九
六
三
）、
北
原
保
雄
（
一
九
八

一
）
の
研
究
が
あ
る
。
時
枝
誠
記
（
時
枝
一
九
四
一
）
は
、
山
田
が
文
の
成
立

条
件
を
統
覚
作
用
（
用
言
の
陳
述
）
に
帰
し
た
こ
と
か
ら
の
論
理
的
強
制
で
あ

る
と
批
判
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
石
神
一
九
九
七
）。

注
６
　
こ
こ
に
言
う
「
コ
」
は
、
主
体
の
指
示
に
よ
る
対
象
と
の
関
係
概
念
で
あ
る
。

時
枝
誠
記
が
代
名
詞
の
本
質
を
追
究
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る

（
時
枝
一
九
五
〇
、
七
二
頁
以
下
）。
指
示
関
係
の
分
析
か
ら
「
ア
」「
ソ
」
を
含

め
た
認
識
構
造
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
石
神
二
〇
一
五
）。
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八
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概
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四
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